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５．今回の実習であなたが出来たと思うことは何ですか。 

症例をその場で聞いて、そこから考えを広げていくこと。 

 疑問点や問題点を聞くことができた。 

 疑問に感じた点を直に質問できた。 

薬剤の実臨床での問題点が聞けてよかった。 

患者の問題点について考えることができた 

薬剤について知らないことが多く、薬学部の方がどのようなことを知っているのか、どう考えているのか

を知ることができました。 

症例について深く考えるきっかけになった。聞きたいことがいくつかあったので、それを聞けて良かった。 

自分の考えをうまく伝えることができた。 

服用薬増量のリスクの提示 

６．今回の実習であなたが出来なかったと思うことは何ですか。 

 思いついたことを発言するまでにためらってしまいがちだった。 

 他人の話の聞き漏れがあったので、しっかり話を聞きたい。 

 論点がだんだんずれてしまっていたので、今何について話しているかはっきりさせながら議論しないとな

と思いました。 

 他の職種が考えている点への配慮が難しかった。 

 薬剤の飲みあわせ等を聞いてみたかった。 

 積極的な発言ができなかった。 

 知識が足りなすぎて書記をするのが難しかった。 

 ディスカッションの流れがよく分からず、どのタイミングで聞けばいいのかよく分からなかった。病態を

説明できないことも多々あった。 

 教科書、添付文書以外の知識の提示。 

 確実な代替薬等の提示。処方意図の確認 

７．できなかったことを改善するために今後どのような学習が必要と思いますか。 

 まずは声に出してみること。 

 薬剤の使い方の添付文書を読む。 

 医師として持っている知識を医師以外に伝える言い方、方法をもっと学んで練習しなければと思いました。 

 連携を意識した勉強。 
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 一つ一つの薬剤の意味等を考えて臨む。 

 問題点を挙げ、それについてフォーカスを当てて学習する。 

 薬剤についても何となくではなく、効果や有害事象などについても知っておくべきだし、知らないことを

そのままにせず聞くことが大切だと思った。 

 単語の正確な意味や、検査値のよみ方をもっと勉強したい。 

 幅広い知識を身に付けること。 

 資料の持ち込み（正確なもの） 

８．良かった点 

他学部の学生と交流することはほとんどなかったので新鮮だった。 

 薬剤師さんがどういう基準を見たり、知識の方向があるのかを知ることができた。 

 他職種の人たちの治療に対する考え方、注意して見ているポイントを知れてよかった。 

 意見がたくさん出た。 

 薬剤について詳しく聞けることがわかってよかった。 

 薬について不足している知識を薬学部の学生に質問、回答してもらえて刺激且つ勉強になった。 

 薬学の肩と関わることが今までなかったので良い機会となった。 

 薬について聞きたいことを聞けて良かった。 

 自分から意見を提示できてよかった。 

 医師の薬に対する疑問点が知れた。 

９．改善してほしい点や具体的な提案。 

 準備（担当の人）がとても大変そうでした。1週目に行うのは、一人の負担が大きすぎると思います。 

 事前に情報が少しほしかった。 

 カンファレンスを通して連携の大切さを学ぶことへの明確さ。 

 もう少し何を聞くかなどの準備 

 準備が大変そうだったのでもう少し余裕をもって教えてほしかったと思った。 

 準備期間が短かった。ディスカッション、プレゼンなどどうしたらよいかよく分からなかった。 

 薬学生を増やしてほしい。 

 事前の症例の勉強時間、医師の考える問題点を知っておきたかった。 

１０．感想など 

 医歯薬そろっている、というのがよく大学のセールスポイントとして言われていますが、今まで学習面で

交流することはあまりなかったなと気づきました。 

 これから、多職種間の連携がひつようであるので、臨床に出る前の練習になりました。 

 よかったです。 

 実臨床で今後どうやっていくかを体験できてよかった。 

 実習の中で他学科の学生と一人の症例に付いてディスカッションをするのは初めてで刺激になったし意

欲がわきました。こういう機会を設けるのはとてもよいと思います。 

 準備期間が短く、担当の子の負担が大きかったのが少し残念な点だったけれど、薬学部や他学部の学生と

の意見交換の場が与えられたのは良かった。 

 とても貴重な体験になった。できれば薬学の学生にプレゼンテーションやディスカッションの中でどうい

うところが分かりにくかったか教えていただきたいです。 

 医学科生と関わることが少なかったので、それができてよかった。 

 検査値の見方が分からないので、現状などが分からなかった。医師からの要望にすぐ答えられるように勉

強が大事だと思った。 


